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テーケ イ博 I： と会見して
I 
夜、が／、よ／ゲリーのt(f;l-/1／ベスト士訪れ、テー










































































































































































































ある L、は if'i"!l'l とL、う慨土i土ユー二ーケなmむで




ものであマ〉た土 .f[]I解されている J小、 JL、v た右；l家













1 ~rw解できたことは、出 1 ；欠的構成 （ct: ；二合戸川、れ
ぬよ里f+lを空手｝－＇－＇パ fプルに求i/), ベ i-/ l-；ニ盛ふ
れた世界；上i'fl次t'.Jt芳成体でないこ j二、そこに盛
l-, ,I Lた社会主Ji,1えは 1'然発生的生産j!J，，］体lでAη
ろう，ど，，',IリLI二ことであ九七ρ そし ζ 今「 1"1＇モ ~llみ！
という概怠トニ－ ）い）ζは弔 これ i1l--カーチ、ハftfりし


















｜巾ltj；土ヲ －；1 ＇ノ／ ；・に紋白年も先行する時史を
持〉ており，！？月史で.i1El)Jし得る範同をも－－，とも！よ











はたト〉た (.I〕 ：－ L ') t I）、私円L、う！苛代奴隷制
J号＇ti_:，」論！？ιで
if；式白（Jに：土さヒざ ：tなf上；会f詩rN,を経たと：土＼、え、
二ハI在1元tこf准主，： L, ／二L長：＊内句t(生il':f本制i土’ 唐代（7)









































































































































































Jili沢を引きうけてくれたs.ど一々－ fi:1こFf く ［t~
謝したいと思う。池田教授は博士との会見iこ同行
してくれたばかりか，積極的に討ぷ：こ参加してく
れたのであった。私ぷ本稿におL、て「私どもJと
いう言い方をしたのは，池田教授を含めていたか
らである。なお，ついでながらテーケイ博士の現
代中国論， とくに文化大革命観を中心とした国庶
情勢に閉する見解については．近刊の『アジ調月
報』 （毎日新聞アジア調査会刊）に紹介Lたので，
参考にしていただければ幸いである。
（川丘町＼＇［＇， ι〕
ラ7
